
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

                 
         平成２６年度 感染症研修会を開催 

平成 26年 10月 27日（月）18:30～20:00（豊平区民センター） 

                  今年度も皆さまからご要望の多かった感染症研修会を開催しました。 

医療・介護関係者等、40名が参加されました。 

 

                        西岡病院 内科医長 澤田 格 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             感染症対応の課題について、グループワーク（KJ法）を行いました。 

             出席者からコメントを下記の通りに分けました。 
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患者様・ご利用者の対応

発生時の対応

職員の体制

設備について

予防・準備について

 

 

 

札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会    平成 26年 11月 4日発行 第 24号 

 

 

 

感染症研修会の様子 

 

感染症への対策について（講義） 

                  西岡病院内科医長の澤田格先生に「感染症への対応」についての講義をして頂

き、講義の合間に、マスク装着の実技指導、フィットテストを行いました。 

                 （アンケートから）【一部】 

                 ●施設内でも対策を考え始めている時期でしたので、大変参考になりました。（介

護施設ソーシャルワーカー） 

                 ●実際の事例をあげた説明で分かりやすかった。（医療機関医師） 

                 ●感染の予防、消毒法を具体的に教えて頂き、投薬時や訪問業務に役立つ内容で

した。（調剤薬局薬剤師） 

                 ●すぐに実践できる内容が多く、大変参考になりました。（訪問看護師） 

                 ●感染者が出たことを想定して、色々と準備をしなければと焦りを感じました。

（介護施設看護師） 

                 ●インフルエンザの隔離等、現場で実践できる内容で参考になりました。（介護

施設介護職） 

                        

 

 

＜マスク装着の実技指導の様子＞ 

  

＜フィットテストの様子＞ 

  

グループワーク 
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下記のようなコメントがありました。（一部） 

＜患者様・ご利用者の対応について＞ 

・施設入所者自身が（認知面などで）感染源という認

識が無く、施設内で隔離が出来ない。（複数名回答） 

・自覚症状がなく（訴えがなく）、早期の対応が難しい。 

＜発生時の対応＞ 

・家庭内での感染時の対応 

・デイサービスの開始時期 

＜職員の体制について＞ 

・職員が感染による人員の不足（複数名回答） 

 

 

合計85 

コメント 



（アンケートから）【一部】 

・職種が違うと困り事が違うことが知れた。（医療機関医療ソーシャルワーカー） 

・医師、薬局、看護師、グループホーム、在宅、様々な視点で意見をきけ、また困っていることは意外と共通して

いることを知った。（訪問看護理学療法士） 

・グループワークメンバーに医師がおり、直接お話を直接聞くことができ、良かった。（調剤薬局薬剤師） 

・在宅、施設により、困っていることが違うところもあるが、対応や考えなければいけないことは同じところもあ

り、参考になった。（訪問看護師） 

・多職種間の視点での意見交換は様々な話を聞けて良かったです。今後の感染症対策は問題が多くあり、終わりは

ないのかと思います。（医療機関薬剤師） 

・もっとそれぞれの施設等、どのように対策されたのかの話をもう少し聞けたら良かったです。（介護施設介護職） 

 

 

 

                  平成 26年 10月 9日（木）に人生の最終段階における医療にかかわる相談  

                 員研修会を開催しました。本研修会は 8月に厚生労働省、国立長寿医療研究 

                 センターが 2日間実施した研修会の伝達研修会です。 

                  地域の医師、医療ソーシャルワーカー、看護師を中心に 48名の参加があり

ました。 

 

                  まず、とよひら・りんく五十嵐副会長より、「終末期医療の決定プロセスに

関するガイドライン」（平成 19年 5月 厚生労働省）、「終末期医療に関するガ

イドライン～よりよい終末期を迎えるために～」（平成 21年 5月 社団法人 全

日本病院協会 終末期医療に関するガイドライン策定検討会）について説明が

ありました。 

                  その後、8月に厚生労働省、国立長寿医療研究センターが開催した「人生の

最終段階における医療にかかわる相談員研修会」の受講修了者より、「合意形

成を行う上での手順、現場での実践」等について講義、ロールプレイがあり

ました。 

※各事業所、施設にて、本研修会のご希望がございましたら、対応致しますので、ご連絡下さい。 

※本研修会のもととなります研修会の資料、映像は国立長寿医療研究センター在宅医療連携部のホームページに掲

載されております。（ホームページ：http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/index.html） 

 

                             

 

平成 26年 11月 17日（月）18:30～ 第 3回合同会議 

平成 27年 1-2月（詳細日程は後日）研修会（弁護士の方をお招きして、終末期における法的知識等ついての研修会）

平成 27年 3月（詳細日程は後日）第 4回合同会議（今年度の振り返りと来年度の活動について） 

                 

 

とよひら・りんく事務局 西岡病院 地域連携室 岡村・川村   ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/      

電 話 011-853-8322（平日 9－17時）  メールアドレス：info@toyohiralink.jp 

厚生労働省「平成 26年度人生の最終段階における医療体制整備事業」について 

今後の予定について 

＜終末期ガイドラインの講義＞ 

 

＜ロールプレイの様子＞ 

 

http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/index.html
http://www.toyohiralink.jp/
mailto:info@toyohiralink.jp

